
別海町長

全　体：平成２９年度～令和２年度

本年度：令和２年７月～令和２年１１月

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円

4,173,000 40,860,700

3,538,400 37,000,000

別海町別海

全　体：設計一式、測量一式、改良舗装工事　Ｌ＝246.67ｍ　Ｗ＝4.0ｍ

本年度：測量一式、改良舗装工事　Ｌ＝246.67ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 者 名

　当該路線は、別海町別海旭町地域住民が利用する市街地内の生活道路として使用され
ているが、未舗装道路であり路面破損、砂塵発生等が著しく周辺住民の生活環境に影響
を与えていることから道路整備を要する状況にある。
　本事業の実施により、路面破損、砂塵発生等を防止し、周辺住民の生活環境を改善す
る。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与する。

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道別海旭町東団地２丁目通線改良舗装）整
備事業

補 助 事 業 名

計

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

円

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事 業 費 45,033,700

交付金額 40,538,400

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

実 施 場 所

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の効果的
な推進を図る。

事業の改善措置及び今後の対応

　本路線を改良舗装したことで路面破損、砂塵発生等の防止が図られたことにより、通
行者の安全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車両のスムーズ
な通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができた。
　加えて、地域住民への聞き取りからも「砂ぼこりが立たなくなった。」「デコボコが
無くなり、通行しやすくなった。」などの評価を得た。
　また、当該路線整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨の地域住
民への周知を以下の方法によって図った。
①工事期間中の工事看板に事業名を表示。
②竣功杭に事業名を表示。
③広報誌への掲載。
④別海町ホームページへの掲載。

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
140,195,000

130,232,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業を実施したことにより、整形外科等での診察に必要となるＭＲＩを用い
た検査を同病院で行うことができるようになり、事業完了後には月に約100件の
検査を同機器を用いて行っている。そのため、検査のための町外への移動及び診
察時間の確保が不要となり、地域住民にかかる負担が軽減された。
　また、医師及び医療技術職員への聞き取りからは「ＭＲＩの導入によって新た
な手法の検査を実施できるようになり、検査時間が短縮されている」という評価
を得ており、本事業の実施が、地域住民への良質で安定した医療の提供及び生活
環境の改善に寄与していることが確認できた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を
以下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）医療機器への事業名貼付
（２）別海町及び病院ホームページへの掲載
（３）町広報誌への掲載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年７月～令和３年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

140,195,000

交付金額 130,232,000

ＭＲＩ（超電導磁気共鳴断層装置）　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器購入）整備事業

別海町長

町立別海病院（野付郡別海町別海西本町１０３番地９）

　町立別海病院では平成29年度から整形外科を標ぼうし、外来、手術等の件数
は、現在まで増加傾向にある。
　しかしながら、診察に必要となるＭＲＩ（超電導磁気共鳴断層装置）による検
査は、近隣の医療機関に依頼している状況であり、地域住民は町外への移動や、
診察時間の確保に相当の負担を強いられている。
　当該医療機器を新たに導入することにより、地域住民への良質で安定した医療
の提供に貢献し、生活環境の改善に寄与する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
18,040,000

16,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

塵芥収集車　１台

　本町では、一般廃棄物収集のため塵芥収集車（パッカー車）を３台保有してい
るが、本事業で更新する車両は導入後１１年が経過し、走行距離も３５万kmを超
えていることに加え、経年劣化に伴う車両各部位の腐食、車載機器の動作不良な
どにより修繕が頻繁に発生し、一般廃棄物収集業務に支障をきたしている。よっ
て、今後の安定した廃棄物収集体制を確保するうえでも更新が必要となってい
る。
　本事業で車両を更新し、効率的な廃棄物収集を行うことにより、町民の衛生的
で快適な生活の安定と充実を図る。

別海町車両センター（野付郡別海町別海緑町119番地1）

別海町長

矢臼別演習場関連公共用施設（環境衛生施設：塵芥収集車購入）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和２年７月～令和３年２月

　無

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　同車両を更新したことにより、故障等の懸念が解消され、安定的かつ効率的な
廃棄物の収集が行われていることを毎月の収集実績から確認した。そのため、本
事業の実施により、安定した廃棄物収集体制が確保され、町民の衛生的で快適な
生活の安定と充実が図られたと評価することができる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨
を、以下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）車両側面部への事業名貼付
（２）町ホームページへの掲載
（３）町広報誌への掲載

交付金額

事業費

計

円
18,040,000

16,500,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
12,803,450

11,500,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和２年７月～令和３年１月

無

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　プラスチック減容機を更新したことで、機器不良の心配がなくなり、円滑な廃
棄物処理が可能となり、町民の生活環境が改善された。
　加えて、プラスチック製容器包装の処理実績から、安定的に運用されているこ
とを確認している。
　また、当該機器の購入が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨の地域
住民への周知を以下の方法によって図った。
　①　機械側面部への事業名貼付
　②　町ホームページへの掲載
　③　町広報誌への掲載

交付金額

事業費

計

円
12,803,450

11,500,000

事　業　評　価　書

プラスチック減容機　１台

　本町では、一般廃棄物のうち、リサイクルを目的として分別収集したプラス
チック製容器包装を、リサイクル事業者への引き渡しまでの間、プラスチック減
容機に投入し圧縮梱包のうえ、適正に管理保管している。現在稼働しているプラ
スチック減容機については、平成１７年の導入から１４年が経過し、油圧の低下
等により圧縮不良や排出不良が頻繁に生じる状況にあり、一般廃棄物処理業務に
支障を来している。
　本事業でプラスチック減容機を更新し、安定的なプラスチック資源の処理を行
うことで、町民の衛生的で快適な生活の安定と充実を図る。

別海町リサイクルセンター（野付郡別海町別海３６２番地１）

別海町長

矢臼別演習場関連公共用施設（環境衛生施設：プラスチック減容機購入）整備事
業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
17,143,986

14,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和２年８月　～　令和２年１２月

　無

　今後とも児童生徒の健全な成長のため、町内小中学校の安心安全な教育環境を
維持し、事業の効果的な推進を図る。

　本事業で老朽化したバックネット等を更新したことにより、老朽化に起因する
倒壊等の危険性が除去された。
　また、事業完了後のグラウンドの利用状況等について教職員への聞き取りを
行ったところ、以下のような評価が得られている。
・バックネット等の改修によって本来の機能が復旧し、安全性が確保されたため
に安心して授業や行事に生徒が取り組めるようになった。
・散水栓の新設によって、従来よりも機能的かつ効率的にグラウンドを整備し、
使用できるようになった。
　これらのことから本事業を実施したことにより、安心安全な教育環境の整備が
図られたほか、散水栓の新設がグラウンドの安定した活用に寄与していると評価
することができる。

　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨につい
て、以下の方法で地域住民への周知を図った。
　①　町ホ－ムペ－ジへの掲載
　②　広報誌への掲載

交付金額

事業費

計

円
17,143,986

14,000,000

事　業　評　価　書

外構工事　一式

　本校は、平成２６年度から平成３０年度にかけて、校舎及び講堂を建て替えた
ところであるが、グラウンドは供用から４０年以上が経過し老朽化が顕著であ
り、バックネット及びフェンスネットの腐食、傾きは年々進行している状況にあ
る。
　現在、本校生徒は、常に倒壊の危険にさらされながら利用を続けている。
　バックネット等を更新することにより、倒壊の危険を除去し、安心安全な教育
環境の整備を図る。
　さらに、グラウンドの安定した活用のため、散水栓を新設する。

上西春別中学校（北海道野付郡別海町西春別７５番地１０）

別海町長

矢臼別演習場関連公共用施設（教育文化施設：上西春別中学校外構整備）整備事
業



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円
3,826,400 26,217,268

3,755,200 23,700,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

全　体：設計一式、用地買収一式、測量一式、改良舗装工事　Ｌ＝125.34ｍ　Ｗ
＝4.0ｍ
本年度：用地買収一式、測量一式、改良舗装工事　Ｌ＝125.34ｍ　Ｗ＝4.0ｍ

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：町道西春別駅前西町３条通西線改良舗
装）整備事業

別海町長

別海町西春別

　当該路線は、別海町西春別駅前西町地域住民が利用する市街地内の生活道路と
して使用されているが、未舗装道路であり路面破損、砂塵発生等が著しく周辺住
民の生活環境に影響を与えていることから道路整備を要する状況にある。
　本事業の実施により、路面破損、砂塵発生等を防止し、周辺住民の生活環境を
改善する。
　また、緊急車両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりにも寄与
する。

　本路線を改良舗装したことで路面破損、砂塵発生等の防止が図られたことによ
り、通行者の安全性が確保されるなど生活環境が改善されたことに加え、緊急車
両のスムーズな通行が可能となり、災害に強い町づくりに寄与することができ
た。
　加えて、地域住民への聞き取りからも「砂ぼこりが立たなくなった。」、「路
面が平らになり、スムーズに通行できるようになった。」などの評価を得た。
　また、当該路線整備が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨の
地域住民への周知を以下の方法によって図った。
①工事期間中の工事看板に事業名を表示。
②竣功杭に事業名を表示。
③広報誌への掲載。
④別海町ホームページへの掲載。

　今後とも地域住民からの要望や要請、市街地域の道路や交通状態を鑑み事業の
効果的な推進を図る。

無

全　体：平成３０年度～令和２年度
本年度：令和２年８月～令和３年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

30,043,668

交付金額 27,455,200



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
40,150,000

38,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

高規格救急自動車　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：高規格救急自動車購入）整備事業

別海町長

根室北部消防事務組合 別海消防署（野付郡別海町別海新栄町２番地の３）

　本町の行政区域は非常に広大であり、救急自動車の出動要請に対しては現場へ
の到着に時間を要する案件も少なくない。
　現在、東部地区に救急自動車の配置はなく、本署から出動しているが、東部地
区へは約２５分を要し、住民の安全確保のためには出動時間の短縮が求められて
いる。
　本事業で車両を導入することで、町内の地域医療格差を解消し、住民生活の安
定と充実を図る。

　本事業の実施によって東部地区の別海消防署東出張所に高規格救急自動車が配
置されたため、出動から現場到着までの所要時間が約５分と大幅に短縮された。
　また、救急隊員への聞き取りからは「救急隊の現場到着が早まったことで、救
急業務の円滑化が図られた」との評価が得られたほか、同地区の地域住民からも
迅速な救急活動が可能になったことへの安堵の声が多く上がっている。
　総じて、本事業の実施により、実施町内の地域医療格差の解消及び住民生活の
安定と充実が図られていると評価することができる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を
以下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）車両側面部への事業名貼付
（２）町ホームページへの掲載
（３）町広報誌への掲載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年９月～令和３年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

40,150,000

交付金額 38,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
12,419,000

11,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

ナースコール更新工事　一式

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（社会福祉施設：高齢者施設ナースコール更新）整
備事業

別海町長

別海町ケアハウスみどり野（野付郡別海町別海寿町５１番地）
西春別ケアセンターかしわ野（野付郡別海町西春別駅前曙町９番地３）

　別海町ケアハウスみどり野は開設から２２年目、西春別ケアセンターかしわ野
は２０年目を迎えている。開設時に設置したナースコールは耐用年数（製造メー
カーの推奨使用年数は１２年）を経過し、部品供給もされていないため、今後、
故障が起きた場合、修繕は不可能となっている。
　ナースコールは、人命や日々の介護に関わる重要な設備であり、常に使用でき
る状態であることが必要なことから、本事業で更新することにより、施設の入居
者及び利用者の生活の安定と充実を図る。

　本事業の実施によりナースコールが更新され、耐用年数超過による故障等の懸
念が解消された。
　また、施設職員への聞き取りからは「故障の心配がなくなり、施設職員はもち
ろんのこと、利用者も大変安心している」「風呂場の脱衣所等にも新たに呼び出
しボタンが設置され、入居者の安全が確保されている」といった評価が得られて
おり、本事業の実施が施設の入居者及び利用者の生活の安定と充実につながって
いることが確認できた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を
以下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町ホームページへの掲載
（２）町広報誌への掲載
（３）施設内に事業名を掲示

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和２年１１月～令和３年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

12,419,000

交付金額 11,000,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円
110,006,643 34,787,411 36,600,107 36,600,107 36,600,107 254,594,375

交付金 110,000,000 96,000,000 206,000,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 9,331 2,992 9,601 6,402 3,202 31,528

計 110,009,331 96,002,992 9,601 6,402 3,202 206,031,528

80,000,000 30,000,000 32,000,000 32,000,000 32,031,528 206,031,528

30,009,331 96,012,323 64,021,924 32,028,326 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

子ども医療費の自己負担分を助成する。

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：子ども医療費助成事業）

別海町長

別海町

　本町では、子どもの疾病の早期治療を促進し健康で健全な育成を推進するととも
に、子育て世帯の経済的負担を緩和するため、平成２８年１０月から中学生以下の
医療費を無償化している。
　今後も、継続して事業を実施するため、基金を設置し、安定的な事業運営をする
ことで前述の目的を達成し、以て子育て支援に寄与する。

　本基金事業を活用することにより、子ども医療費助成事業の継続的かつ安定的な
事業運営が図られている。
　また、受給世帯への聞き取りを行ったところ、以下の評価が得られた。
・医療費がかからないため、ためらうことなく検査を受けることができる。
・定期的な受診による金銭的負担がないため、助かっている。
・ケガによって整形外科を受診した際に補装具も補助対象となり、とても良かっ
た。
　子育て世帯の経済的負担が緩和されたことで、疾病等の早期受診及び治療が促進
され、子どもの健康で健全な育成につながっている。そのため、本基金事業は本町
の子育て支援に寄与していると評価することができる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によって実施されている旨を以
下の方法によって地域住民に周知を行った。
（１）町広報誌への掲載
（２）町ホームページへの掲載
（３）受給者配布物への記載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

平成２９年度～令和５年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額


